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五
一

は
じ
め
に

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
（『
唐
朙
皇
秋
夜
梧
桐
雨
』
雜
劇
）
は
、
唐
朙
皇
（
玄
宗
）
と
楊

貴
妃
の
物
語
を

く
元
雜
劇
の
代
表
的
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

　

作
者
の
白
仁
甫
（
白
樸　

一
二
二
六―

一
三
〇
六
以
後
）
は
元
雜
劇
の
作
家
の
中

で
は
一

文
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（
１
）。
彼
の
雜
劇
作
品
は
題
名
の
み
殘
る
も
の

も
含
め
て
十
六
種
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
『
梧
桐
雨
』『
墻
頭
馬
上
』『
東
墻

記
』
の
三
種
が
現
存
し
、『

紅

』『
箭
射
雙
雕
』
の
二
種
が

分
的
に
殘
る
。

こ
の
他
に
詞
集
『
天
籟
集
』
が
あ
る
。

  

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
は
、
正
末
（
玄
宗
を
演
じ
る
）
が
「
唱
」（
歌
）
を
擔
當
す
る
末

本
で
、
玄
宗
の
視
點
で
歌
わ
れ
る
。
各
折
の
物
語
展
開
は
以
下
の
通
り
。

［『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

各
折
の
物
語
展
開（
２
）］

［
楔
子
］
安
祿
山
の
敗
戰
と
都
で
の
赦
免
、
重
用
、
洗
兒
會
、
左
遷
。

［
第
一
折
］
楊
貴
妃
に
よ
る
安
祿
山
と
の
私
通
の
獨
白（
３
）。
長
生
殿
で
の
七
夕

乞
巧
の
儀
式
。
玄
宗
の
愛
の
誓
い
。

［
第
二
折
］
後
宮
で
宴
會
中
の
玄
宗
の
も
と
に
安
祿
山
の
亂
の
知
ら
せ
が
入

り
、
玄
宗
は
楊
貴
妃
逹
と
共
に
蜀
に
迯
げ
る
こ
と
を
決
め
る
。

［
第
三
折
］
玄
宗
一
行
は
宮
殿
を
出
る
が
、
馬
嵬
坡
で
楊
貴
妃
は
死
に
追
い

込
ま
れ
、
遺
體
を
軍
馬
に
踏
ま
れ
る
。
玄
宗
は
蜀
へ
向
か
う
。

［
第
四
折
］
亂
平
定
後
、
都
に
戾
っ
た
玄
宗
は
夜
に
楊
貴
妃
の
肖
像
畫
を
掛

け
て
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
。
眠
り
に
つ
く
と
楊
貴
妃
が

に
現
れ
る
が
、
梧
桐
に

降
る
雨
♫
に

か
ら
覺
め
て
、
玄
宗
は
一
人
現
實
に
立
ち
﨤
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
同
時
代
の
作
品
で
、
同
じ
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
を

い

た
諸
宮
調
に
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
が
あ
る（
４
）。
諸
宮
調
は
金
か
ら
元
に
か
け
て

行
し
た
語
り
物

能
で
、
元
代
の
も
の
は
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
し
か
殘
さ
れ
て

い
な
い
。

　

作
者
の
王
伯
成
は
、『
錄
鬼
簿
』
に
白
仁
甫
と
同
じ
元
代
歬
朞
の
雜
劇
作
家
と

し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
か
ら
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
當
時
、
非
常

に
㊒
名
な
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
５
）。『
錄
鬼
簿
』
に
よ
る
と
、
王
伯

成
の
雜
劇
作
品
に
は
『
李
太
白
貶
夜
郞
』
と
『
張
騫
筏
浮
槎
』
が
あ
り（
６
）、『
李
太

白
貶
夜
郞
』
が
現
存
す
る
。

　
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
淸
初
以
降
に
散
佚
し（
７
）、
今
日
で
は
完
全
な
形
で
は
傳

『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

　

�

櫻
木
陽
子
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場
面
を

く
第
四
折
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
主
題
で
あ
る
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語

を

く
第
一
折
か
ら
第
四
折
ま
で
一
貫
し
て
秋
の
季
節
が

か
れ
る
。
元
雜
劇
に

お
い
て
作
品
全
體
に
一
つ
の
季
節
が

か
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
と
言
え
る
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

筆
者
は
以
歬
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
展
開
と
季
節

寫
の
關
係
に
つ
い

て
論
じ
た
こ
と
が
あ
り（

（（
（

、
そ
の
中
で
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
で
は
、
史
實
を
無
視

し
て
、
物
語
全
體
に
春
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
一
度
推
移
し
て
い
く
か
の
よ
う
な
大

き
な
季
節
の

れ
が

か
れ
て
お
り
、
春
の
季
節
は
楊
貴
妃
を
迎
え
た
玄
宗
の
甘

い
後
宮
生
活
を
、
晚
秋
の
季
節
は
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
別
れ
を
象
徵
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

そ
し
て
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
秋
の

寫
は
、
實
は
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
同

じ
場
面
に

か
れ
る
季
節
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
特
に
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
第
二
折
以
降
に

か
れ
る
晚
秋

の
季
節
に
つ
い
て
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
と
の
關
連
を
中
心
に
論
じ
て
い
き
た

い
。

１　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
二
折
に

か
れ
る
晩
夏
と
晩
秋
の
季
節

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
二
折
で
は
、
玄
宗
が
後
宮
で
宴
を
催
し
、
楊
貴
妃
に
霓
裳

羽
衣
の
舞
を
舞
わ
せ
る
等
、
樂
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
安
祿
山
の
亂
の
知
ら
せ

が
入
り
、
翌
日
に
都
を
出
て
蜀
に
迯
げ
る
決
意
を
す
る
場
面
が

か
れ
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
は
白
居
易
の
『
長
恨
歌
』
を
題
材
に
し
て
い
る

分
が
多

く
、
第
二
折
に

か
れ
る
物
語
の
骨
格
も
、『
長
恨
歌
』
の
「
漁
陽
鞞
鼓
動
地

來

破
霓
裳
羽
衣
曲
（
漁
陽
の
鞞
鼓　

地
を
動
も
し
て
來
た
り　

か
し
破
る

霓

裳
羽
衣
の
曲（

（（
（

）」
を
物
語
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
第
一
折
で
は
、
七
夕
の
夜
の
美
し
い
秋
の
風
景
が

か
れ

わ
ら
な
い
が
、
朙
淸
の
曲
選
集
や
曲
譜（
８
）に
約
六
十
種
の
套
數
が
斷
片
的
に
殘
さ
れ

て
お
り（
９
）、
作
品
全
體
の

れ
を
ほ
ぼ
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
主
な
物
語
展
開（

（（
（

］（
番
號
は
任
意
）

①
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
後
宮
に
入
り
、
玄
宗
の

愛
を
受
け
、
玄
宗
が
後
宮
に

入
り
浸
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
後
宮
で
の
生
活
を

く
。
楊
貴
妃
の
溫
泉

入
浴
、
玄
宗
の

愛
を
受
け
る
楊
貴
妃
、
彼
女
の
化
粧
や
醉
酒
の

子
を

く
話
等
。

②
安
祿
山
が
楊
貴
妃
と
關
係
を
持
ち
、
二
人
の
仲
が
親
密
に
な
る
。
安
祿
山

の
漁
陽
へ
の
左
遷
。

③
七
夕
長
生
殿
。
中
秋
の
玄
宗
の
⺼
宮
行
。
後
宮
で
霓
裳
羽
衣
曲
を
演
奏
す

る
話
等
。

④
安
祿
山
が
左
遷
先
で
楊
貴
妃
を
思
い
、
叛
亂
を
起
こ
す
。

⑤

關
陷

。
玄
宗
一
行
は
馬
嵬
坡
へ
。
馬
嵬
坡
で
の
楊
貴
妃
の
死
。
玄
宗

の
蜀
へ
の
行
幸
。

⑥
亡
き
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
玄
宗
逹
の
追

の
日
々
。
楊
貴
妃
は
玄
宗
や
安
祿
山

の

に
現
れ
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
、
竹
村
則
行
氏
が
「
元
曲
「
梧

桐
雨
」
と
朙
皇
擊
梧
桐
圖（

（（
（

」
で
論
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
當
時
の
知

人
層
に

廣
ま
っ
て
い
た
楊
貴
妃
に
ま
つ
わ
る
個
々
の
物
語
を
、
巧
み
に
取
り
入
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
語
を
作
り
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
楊
貴
妃
と
安
祿
山
の
私
通

や
、
楊
貴
妃
死
後
の
物
語
等
、
幾
つ
か
の
特
徵
的
な
物
語
が
兩
者
に
共
通
し
た
形

で

か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
は
、
題
（
正
名
）
に
あ
る
「
秋
夜
梧
桐
雨
」
の



『
梧
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二
五
三

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
二
折　
（
旦
は
楊
貴
妃
）

（
正
）
依
卿
准
奏
。
便
傳
㫖
、

拾
六
宮
嬪

、
諸
王
百
官
、
朙
日
早
起
、

幸
蜀
去
來
。

（
旦
作
悲
科
）

身
怎
生
是
好
也
。（
正
唱
）

［
普
天
樂
］
恨
無
窮
、
愁
無
限
。
爭
奈
倉
卒
之
際
、
避
不
得

嶺
登
山
。
鑾

駕
遷
、
成
都
盼
、
更
那
堪
滻
水
西
飛
鴈
。
一
聲
聲
送
上
雕
鞍
。
傷
心
故
園
、

西
風
渭
水
、

日
長
安
。

（
正
末
）
そ
ち
の
言
う
と
お
り
に
し
よ
う
。
詔
を
傳
え
よ
。
後
宮
の
女
官

や
、
諸
王
百
官
逹
を
集
め
な
さ
い
。
朙
日
の
朝
に
、
蜀
に
行
幸
す
る
と
し

よ
う
。

（
旦
は
悲
し
む
し
ぐ
さ
）
わ
た
し
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
正

末
唱
う
）

［
普
天
樂
］
恨
み
は
窮
ま
り
無
く
、
愁
い
は
限
り
無
し
。
い
か
ん
せ
ん
緊
急

の
時
に
あ
っ
て
は
、
蜀
の
山
嶺
を
登
る
の
は
避
け
ら
れ
ぬ
。
車
駕
は
遷
り
、

成
都
を

む
。
更
に
耐
え
が
た
き
は
滻
水
を
西
に
飛
ぶ
雁
が
、
騎
馬
の
我
ら

を
見
送
る
鳴
き
聲
。
傷
心
の
故
鄕
、
西
風
の
渭
水
、

日
の
長
安
。

　

こ
の
、
一
日
で
美
し
い
晚
夏
初
秋
の
風
景
か
ら
晚
秋
を
思
わ
せ
る
わ
び
し
い
風

景
へ
と
變
化
す
る
季
節

寫
は
、
單
に
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
急
激
な

遇
の
變
化
を

象
徵
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
に
は
、
少
し
具
體
的
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
『
㊮
治
通
鑑
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
安
祿
山
の
反
亂
軍
に
よ
っ
て

關
が
陷

し
、
そ
の
報
が
入
っ
た
の
は
天
寶
十
五
載
の
六
⺼
九
日
（「
辛
卯
」）
で
あ
り
、

六
⺼
十
三
日
（「
乙
未
」）
の
早
朝
に
、
玄
宗
一
行
は
宮
殿
を
出
て
、
翌
日
の
六
⺼

十
四
日
（「
㆛
辰
」）
に
馬
嵬
坡
に
着
き
、
楊
貴
妃
が
死
を
賜
る（

（（
（

こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
第
二
折
の
玄
宗
が
登
場
す
る
場
面
で
も
、
セ
リ
フ
で
は
「
新
秋
」
と
い
い
、

曲
で
は
晚
夏
か
ら
初
秋
に
向
か
う
美
し
い
風
景
が
歌
わ
れ
る（

（（
（

。
こ
の
後
に
は

枝

が
届
け
ら
れ
る
場
面
も

か
れ
、
夏
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
印
象
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇（

（（
（
　

第
二
折　
（
正
末
は
玄
宗
）

（
正
）
今
日
新
秋
天
氣
、
寡
人
朝
回
無
事
、
妃
子
學
得
霓
裳
羽
衣
舞
、
同

徃

園
中
沉
香
亭
下
、
閑
耍
一
番
。
早
來
到
也
。
你
看
這
秋
來
風
物
、
好

是
動
人
也
呵
。（
唱
）

［
中
呂
粉
蝶
兒
］
天
淡
雲
閑
。
列
長
空
數
行
征
鴈
。

園
中
夏
景
初
殘
。
柳

𣷹
黃
、

減
翠
、
秋

脫
瓣
。
坐
近
幽

。

淸
香
玉
簪

綻
。

（
正
末
）
今
日
は
新
秋
の
候
、
朕
は
政
務
も
終
わ
っ
て
用
も
な
し
。
妃
が

霓
裳
羽
衣
の
舞
を
學
ん
だ
と
い
う
の
で
、
共
に

園
の
沉
香
亭
に
行
っ

て
、
少
し
遊
ぶ
と
し
よ
う
。
早
く
も
着
い
た
ぞ
。
ほ
ら
、
こ
の
秋
の
風
物

は
ま
こ
と
に
心
動
か
さ
れ
る
も
の
だ
な
ぁ
。（
唱
う
）

［
中
呂
粉
蝶
兒
］
天
は
淡
く
雲
は
閑
か
。
長
き
空
に
列
な
る
數
列
の
雁
。

園
の
中
は
夏
の
景
色
が
衰
え
て
き
た
ば
か
り
。
柳
は
黃
色
を
𣷹
え
、
ハ
ス
の

は
翠
色
を
減
ら
し
、
秋

は

瓣
を
脫
ぐ
。
靜
寂
な
欄
干
に
近
づ
い
て
腰

を
か
け
れ
ば
、
淸
き
香
り
を

き
出
す
玉
簪
の

が
綻
ぶ
。

　

し
か
し
第
二
折
の
終
盤
、
安
祿
山
の
亂
を
避
け
る
た
め
に
蜀
に
迯
げ
る
こ
と
を

決
め
た
後
の
曲
か
ら
は
、
朙
日
、
宮
殿
を
離
れ
る
時
に
目
に
す
る
長
安
は
、
西
風

に
吹
か
れ

日
に
照
ら
さ
れ
た
わ
び
し
い
風
景
で
あ
る
と
、
玄
宗
は
こ
の
時
に
想

定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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四

に
く
い
。
む
し
ろ
白
仁
甫
は
史
實
の
季
節
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
史
實
の
六

⺼
に
何
と
か
近
づ
け
よ
う
と
、
第
二
折
の
う
ち
、
亂
の
報
吿
を
受
け
る
歬
に
は
、

晚
夏
の
季
節
を

い
た
り
、

枝
が
届
く
場
面
を
入
れ
た
り
し
て
、
史
實
と
の
辻

褄
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
翌
日
の
長
安
の
風
景
に
は
、

玄
宗
に
晚
秋
の
季
節
を
想
定
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
玄
宗
一
行
が
馬
嵬
坡
に
向

か
う
場
面
は
、
史
實
を
無
視
し
て
で
も
、
晚
秋
の
夕

れ
を

く
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意

が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
で
も
、
馬
嵬
坡
に
向
か
う
玄
宗
一
行
を

く
套

數
に
は
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
同
じ
晚
秋
の
夕

れ
が

か
れ
る（

（（
（

。

『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
楊
妃
上
馬
嵬
坡
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
一
）

［
黃
鍾
宮
醉

陰
］
愁
據
彫
鞍
翠
眉
鎻
。
一
聲
聲
煎
煎
絮
聒
。
情
淚

秋
波
。

灑
長
途
、
極
目
天
涯
濶
。

［
出
隊
子
］
離
情
坦
坦
、
聽
征
鼙
愁
越
多
。
西
風
白

陣
雲
合
。

日
牛
羊

下
遠
坡
。
烟
水
凄
迷
血
淚
多
。

［
么
篇
］
玉
容
寂

、
料
今
生
愁
越
多
。
一
場

幸
起
干
戈
。
朝
內
君
王
沒

奈
何
。
閫
外
將
軍
管
甚
麼
。

［
黃
鍾
宮
醉

陰
］
愁
い
を
抱
い
て
彫
鞍
に
よ
り
か
か
り
翠
の
眉
を
ひ
そ
め

る
。
一
聲
一
聲
騷
が
し
く
て
止
ま
な
い
。
情
の
淚
は
秋
波
を
寄
せ
る

か
ら

ち
る
。
う
ら
寂
し
い
長
き
衟
の
り
は
、見
渡
す
限
り
天
の
果
て
ま
で
廣
大
。

［
出
隊
子
］
別
離
の
情
は
坦
々
と
し
て
い
る
が
、
出
征
の
陣
太
鼓
を
聞
け
ば

愁
い
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
。
西
風
は
白

を
吹
き
陣
雲
は
合
わ
さ
り
、

日
の
な
か
牛
や
羊
は
遠
く
の
山
を
下
り
て
い
く
。
烟
る
川
は
わ
び
し
く
さ
び

れ
て
多
く
の
血
の
淚
に
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
。

［
么
篇
］
楊
貴
妃
の
玉
の
か
ん
ば
せ
は
寂
し
げ
で
、
思
え
ば
こ
の
一
生
は
愁

る
。
こ
の
よ
う
に
史
實
で
は
す
べ
て
眞
夏
の
六
⺼
と
さ
れ
る
が
、『
梧
桐
雨
』
雜

劇
で
は
、
玄
宗
一
行
が
宮
殿
を
出
て
馬
嵬
坡
に
向
か
う
の
は
、
晚
秋
の
夕

れ
の

出
來
事
と
し
て

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
長
恨
歌
』
や
陳
鴻
『
長
恨
歌
傳
』
の
馬
嵬
坡
の
場
面
に
は
、
季
節
を
朙
確
に

特
定
で
き
る
表
現
は
な
い
。

『
長
恨
歌
』

九
重
城
闕
𤇆
塵
生　
　

九
重
の
城
闕　

𤇆
塵
生
じ

千
乘

騎
西
南
行　
　

千
乘

騎　

西
南
に
行
く

翠

搖
搖
行
復
止　
　

翠
　

搖
搖　

行
き
て
復
た
止
り

西
出
都
門
百
餘
里　
　

西　

都
門
を
出
で
て　

百
餘
里

六
軍
不
發
無
奈
何　
　

六
軍　

發
せ
ず　

奈
何
と
も
す
る
無
く

宛
轉
蛾
眉
馬
歬
死　
　

宛
轉
た
る
蛾
眉　

馬
歬
に
死
す

鈿
委
地
無
人
　
　

鈿
は
地
に
委
て
ら
れ
て
人
の

む
る
無
し

翠
翹
金
雀
玉
搔
頭　
　

翠
翹　

金
雀　

玉
搔
頭

君
王
掩
面
救
不
得　
　

君
王
は
面
を
掩
い
て
救
い
得
ず

囘
看
血
淚
相
和
　
　

囘
り
看
れ
ば
血
と
淚
と
相
い
和
り
て

る

　

樂
史
『
楊
太
眞
外
傳
』
に
は
、
馬
嵬
坡
の
時
朞
は
「
十
五
載
六
⺼
」
と
朙
記
さ

れ
る
。
ま
た
楊
貴
妃
の
死
後
す
ぐ
に

枝
が
届
け
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
楔
子
と
第
三
折
の
セ
リ
フ
に
は
、『
㊮
治
通

鑑
』
等
史
書
の
記
載
か
ら
借
用
し
て
い
る

分
が
あ
り
、
そ
れ
は
セ
リ
フ
で
あ
っ

て
も
原
作
當
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
指

が
あ
る（

（（
（

。
元
雜
劇
の
曲
の

分
と
セ

リ
フ
の

分
は
、
必
ず
し
も
同
じ
時
朞
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
白
仁
甫
の
環

を
思
う
と
、
彼
が
史
實
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
五
五

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
三
折
で
季
節

寫
が
あ
る
の
は
、
以
下
の
二
例
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、
玄
宗
一
行
が
都
を
拔
け
出
し
て
馬
嵬
坡
に
向
か
う
途
上
、
玄
宗
が
初

め
て
目
に
す
る

れ
果
て
た
國
土
を
歌
う
場
面
で
、「
秦
川
遠
樹
霧
昏

。
灞
橋

衰
柳
風

洒
。」
な
ど
は
少
な
く
と
も
夏
、
六
⺼
の
季
節

寫
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
三
折（

（（
（
　
　

［
駐
馬
聽
］
隱
隱
天
涯
。剩
水
殘
山
五
六

。

林
下
。壞
垣
破
屋
兩
三
家
。

秦
川
遠
樹
霧
昏

。灞
橋
衰
柳
風

洒
。煞
不
如
碧
牕
紗
。晨
光
閃
灼
鴛
鴦
瓦
。

［
駐
馬
聽
］
か
す
か
な
る
天
の
果
て
に
は
、

れ
果
て
た
風
景
が
五
、六
個

所
。
寂
し
げ
な
林
に
は
、
壞
れ
た
民
家
が
二
、三
軒
。
秦
川
の
遠
き
樹
は
霧

で
か
す
み
、
灞
橋
の
衰
え
た
柳
に
風
が
吹
き
つ
け
る
。
碧
い
紗
の
窓
や
曙
光

き
ら
め
く
鴛
鴦
の
瓦
の
あ
る
宮
中
と
は
、ま
こ
と
に
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。

　

二
つ
目
は
第
三
折
最
後
の
曲
で
、
楊
貴
妃
を
埋

し
た
後
、
玄
宗
が
馬
嵬
坡
か

ら
蜀
へ
向
か
う
、
險
し
い
衟
の
り
を
歌
う
場
面
で
あ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
三
折（

（（
（

［
雙
鴛
鴦
煞
］
黃
埃
散
漫
悲
風
刮
。
碧
雲

夕
陽
下
。
一
程
程
水
綠
山
靑
、

一
步
步
劍
嶺
巴
峽
。
唱
衟
感
嘆
情
多
、

惶
淚
洒
。
早
得
升
遐
、
休
休
却
是

今
生
罷
。
這
箇
不
得
已
的
官
家
。
哭
上
逍
遙
玉
驄
馬
。

［
雙
鴛
鴦
煞
］
黃
埃
は
散
り
廣
が
り
悲
風
が
吹
く
。
碧
雲
は

暗
く
夕
陽
が

沈
む
。
一
驛
ご
と
の
蜀
の
靑
い
山
河
、
一
步
一
步
の
劍
門
や
巴
峽
。
げ
に
も

感
嘆
す
れ
ば
情
は
多
く
な
り
、

ち
付
か
ず
に
淚
が
こ
ぼ
れ
る
。
早
く
天
に

昇
っ
て
し
ま
い
た
い
。
や
め
や
め
、
結
局
今
生
は
終
わ
り
な
の
だ
。
こ
の
如

い
が
ま
す
ま
す
多
く
な
る
。
一
場
の

愛
は
戰
爭
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
朝

廷
の
中
の
君
王
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
都
の
外
を
守
る
將
軍
は
何
を
し
て

い
る
の
か
。

　

こ
こ
で
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
も

か
れ
る
「
西
風
」
と
「

日
」
の
二
つ
の

風
物
が
登
場
し
て
、
愁
い
多
き
晚
秋
の
夕

れ
の
風
景
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

２　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
三
折
に

か
れ
る
晩
秋
の
季
節

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
三
折
で
は
、
馬
嵬
坡
で
楊
貴
妃
が
死
に
追
い
込
ま
れ
、
楊

貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
が
蜀
に
向
か
う
場
面
が

か
れ
る
。

　
『
㊮
治
通
鑑
』
の
記
載
で
は
、
退
位
し
た
玄
宗
が
成
都
に
到
着
す
る
の
は
、
楊

貴
妃
の
死
後
一
ヶ
⺼
以
上
經
っ
た
「
庚
辰
」（
七
⺼
二
十
八
日
）
で
、
玄
宗
の
蜀
へ

の
行
幸
は
六
⺼
か
ら
七
⺼
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
長
恨
歌
』
で
は
「
黃
埃
散
漫
風

索
」
と
い
う
寂
し
げ
な
風
景
が

か
れ
る

だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
幸
の
時
朞
が
「
す
で
に
秋
に
近
い
氣
候（

（（
（

」
で
あ
る
こ

と
か
ら

か
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

『
長
恨
歌
』

黃
埃
散
漫
風

索　
　

黃
埃　

散
漫　

風　

索

雲
棧
縈
紆
登
劍
閣　
　

雲
棧　

縈
紆
し
て　

劍
閣
に
登
る

峨
嵋
山
下
少
人
行　
　

峨
嵋
山
下　

人
の
行
く
こ
と
少
に

旌
旗
無
光
日
色
　
　

旌
旗　

光
り
無
く　

日
色　

し

蜀
江
水
碧
蜀
山
靑　
　

蜀
江
の
水
は
碧
に　

蜀
山
は
靑
く

聖
主
朝
朝

情　
　

聖
主　

朝
朝

の
情



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
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六
集

二
五
六

［
尾
聲
］
み
る
み
る
う
ち
に
、
人
は
西
閣
を
離
れ
秋
天
は
淨
く
、
⺼
は
閨
房

を
照
ら
し
夜
に
門
を
閉
め
ず
と
い
う
情
景
。
心
は
安
か
ら
ず
、
意
は

ち
着

か
な
い
。
愁
い
は
珠
の
よ
う
、
淚
は
水
を
傾
け
た
よ
う
。
に
く
き
風
物
が
、

爭
い
な
が
ら
追
い
か
け
て
く
る
。
鴉
は
殘
陽
に
き
ら
め
き
日
の
朙
る
さ
を
背

に
、
鴈
は
西
風
に
な
ら
ぶ
も
列
を
成
さ
ず
。
ミ
ー
ミ
ー
と
蟬
の
聲
が
格
別
に

淸
く
、
チ
ロ
チ
ロ
と
蟋
蟀
は
す
さ
ま
じ
く
鳴
く
。
奇
怪
な
石
や
高
く
險
し
い

岩
は
虎
が
臥
せ
っ
た
形
、
老
樹
の
枝
振
り
は
龍
を
倒
し
た
姿
。
檜
、
栢
、

松
に
細
い
古

、
衟
の
兩
脇
の
黃
色
い

が
短
い
小
衟
を
開
く
。
一
幅
の
寂

し
い
風
景
は
わ
ざ
と
つ
ら
く
あ
た
り
、
ま
す
ま
す
骨
の
髓
ま
で
染
み
入
っ
て

痛
む
。
國
は
敗
れ
家
は
亡
く
な
り

力
も
無
い
我
が

遇
を
思
え
ど
も
、
こ

の
勢
い
を
か
さ
に
着
て
人
を
バ
カ
に
す
る

秋
の
風
景
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
。

　

總
じ
て
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
で
は
、
晚
秋
の
夕

れ
の
風
景
が
『
梧
桐
雨
』

雜
劇
よ
り
も
更
に
强
固
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

き
こ
ま
れ
て
い
る
。「
西
風
」

は
、
安
祿
山
が
謀
反
を
決
意
す
る
「
祿
山
謀
反
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
、『
北

宮
詞
紀
』
卷
六
、『
北
詞
廣
正
譜
』
第
四
帙
目
錄
）
か
ら
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
匂
い
袋

を
見
て
彼
女
を
偲
ぶ
「
哭
香
囊
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
四
）
ま
で
の
幾
つ
か
の

套
數
に
登
場
す
る
。
ま
た
夕
陽
を
表
す
言

は
、
玄
宗
一
行
が
馬
嵬
坡
に
向
か
う

場
面
を

く
「
楊
妃
上
馬
嵬
坡
」
套
數
か
ら
、
こ
の
「
玄
宗
幸
蜀
」
套
數
ま
で

の
、
馬
嵬
坡
歬
後
の
物
語
を

く
幾
つ
か
の
套
數
で
登
場
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
馬
嵬
坡
の
場
面
を
秋
の
季
節
で

く
の
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と

『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
だ
け
で
な
い
。
實
は
、
關
漢
卿
の
『
唐
朙
皇
哭
香
囊
』
雜

劇
で
も
、
馬
嵬
坡
の
場
面
を
秋
の
季
節
で

い
て
い
る
。

　

こ
の
『
哭
香
囊
』
雜
劇
は
『
北
詞
廣
正
譜
』
に
四
つ
の
曲
し
か
殘
さ
れ
て
い
な

何
と
も
し
が
た
い
陛
下
は
、
玉
驄
馬
に
騎
乘
し
て
泣
く
ば
か
り
。

　

こ
の
幸
蜀
の
場
面
で
も
、
第
二
折
の
、
宮
殿
か
ら
馬
嵬
坡
に
向
か
う
途
上
を
想

定
し
た
場
面
と
同
じ
夕
陽
が

か
れ
て
お
り
、
第
二
折
と
第
三
折
の
馬
嵬
坡
の
場

面
の
風
景
に
、
同
じ
晚
秋
の
夕

れ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受

け
る
。

　

一
方
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
「
玄
宗
幸
蜀
」
套
數
に
は
、
晚
秋
を
思
わ
せ

る
風
物
と
共
に
、「
西
風
」
や
夕
陽
で
あ
る
「
殘
陽
」
が
登
場
す
る
。

『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
玄
宗
幸
蜀
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
三
、『
詞
林

艷
』
卷

六
）［

倘
秀
才
］
冲

穿
嵓
過

。趁
衰

登
山

嶺
。却
甚
綠
暗
紅
稀
出
鳳
城
。

龍
虎
將
、

林
兵
。
好
無
些
兒
面
情
。

　

…
（
中
略
）
…

［
尾
聲
］
眼
見
的
人
離
西
閣
秋
天
淨
。
⺼
照
椒
房
夜
不
扃
。
心
難
安
、意
不
寧
。

愁
如
珠
、
淚
似
傾
。
惡
風
光
、
鬪
馳
騁
。
鴉
閃
殘
陽
背
日
朙
。
鴈
列
西
風
行

不
成
。
嗚
噎
蟬
聲
分
外
淸
。
啾
唧
蛩
吟
刁
厥
鳴
。
怪
石
巉
岩
臥
虎
形
。
老
樹

槎
牙
倒
龍
影
。
檜
栢

松
細
古

。
夾
衟
黃

開
短
徑
。
一
弄
兒
凄
涼
厮
刁

蹬
。
越
敎
人
鑽
心
入
髓
疼
。
想
俺
國
敗
家
亡
無

柄
。
不
獨
似
這
仗
勢
欺
人

的

秋
景
。

［
倘
秀
才
］

ち

を
突
っ
切
っ
て
岩
や
頂
を
通
り
拔
け
、
枯
れ

を
か
き

分
け
て
山
や
峰
を
登
る
。
何
が
、
綠
暗
く
紅
稀
に
し
て
鳳
城
を
出
る
と
い
う

よ
う
な
情
景
か
。
龍
や
虎
の
よ
う
な
將
軍
や
、

林
兵
は
、
ほ
ん
の
少
し
も

メ
ン
ツ
を
立
て
て
く
れ
よ
う
と
し
な
い
。

　

…
（
中
略
）
…



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
五
七

太
液

未
央
柳　
　

太
液
の

　

未
央
の
柳

如
面
柳
如
眉　
　

は
面
の
如
く
柳
は
眉
の
如
し

對
此
如
何
不
淚
垂　
　

此
に
對
し
て
如
何
ぞ
淚
垂
れ
ざ
ら
ん

春
風
桃
李

開
日　
　

春
風　

桃
李　

開
く
日

秋
雨
梧
桐

時　
　

秋
雨　

梧
桐　

つ
る
時

西
宮
南
內
多
秋
　
　

西
宮　

南
內　

秋

多
く

滿
階
紅
不
掃　
　

　

階
に
滿
ち
て　

紅
き
も
掃
わ
ず

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
の
物
語
は
『
長
恨
歌
』
の
「
秋
雨
梧
桐

時
」
と

い
う
表
現
を
發
展
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
長
恨
歌
』
で
は
雨
に
打
た
れ
て

ち
た

の

寫
に
比
重
が
あ
る
が
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
梧
桐
に
降
る
雨
の

寫
に
重
き
を
お
い
て（

（（
（

、
玄
宗
の
心
情
を
歌
い
上
げ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
に
は
、
夏
か
ら
突
然
、
晚
秋
に
變
化
す

る
不
自
然
な
季
節

寫
が
あ
る
。

　

第
四
折
の
歬
半
で
は
、
楊
貴
妃
の
肖
像
畫
に
は
「

枝

果
」
が
供
え
ら
れ
、

ま
た

が
咲
き
楊
柳
が
靑
々
と
し
た
夏
の
宮
殿
が

か
れ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
四
折（

（（
（

一
會
身
子
困
乏
、
下
這
亭
子
去
閑
行
一
會
咱
。（
唱
）

［
白
鶴
子
］
那
身
離
殿
宇
、
信
步
下
亭
皐
。
見
楊
柳
裊
翠

絲
、

拆
胭

脂

。

［
二
］
見

懷
嬌
臉
、
遇
楊
柳

纖
腰
。
依

的
兩
般
兒
點
綴
上
陽
宮
、

他
管
一
靈
兒

洒
長
安
衟
。

時
に
體
が
疲
れ
て
き
た
の
で
、
こ
の
あ
ず
ま
や
に
向
か
い
、
少
し
そ
ぞ
ろ

步
く
と
し
よ
う
。（
唱
う
）

い
が
、
そ
こ
に
は
馬
嵬
坡
で
六
軍
が

制
不
能
に
な
り
、
楊
貴
妃
に
死
が
廹
っ
て

い
る
狀
況
で
、
秋
の

が

か
れ
て
い
る
。

『
唐
朙
皇
哭
香
囊
』
雜
劇
（『
北
詞
廣
正
譜
』
第
十
六
帙
）

［
綿

絮
］
玉
簪
初
綻
、
金

纔
開
、
碧
梧
恰

、
翠
柳

凋
、
都
做
了
野

閑

滿
地
愁
。
說
與
那
敎
坊
司
、
仙
♫
院
、

後
。

得
些
鬆
閑
、
共

娘
娘
做
取
个
九
⺼
九
。

［
綿

絮
］
玉
簪
は
綻
ん
だ
ば
か
り
、
金

は
よ
う
や
く
開
き
、
碧
梧
桐
は

が

ち
始
め
、
翠
柳
は
し
お
れ
か
け
、
み
な
「
野

閑
　

地
を
満
ち
る

愁
い
」
の
風
景
を
作
り
出
し
て
い
る
。
あ
の
敎
坊
司
や
、
仙
♫
院
の
樂
士
逹

に
、
遲
れ
な
い
よ
う
に
傳
え
な
さ
い（

（（
（

。
も
し
少
し
ゆ
っ
く
り
で
き
る
の
な
ら

ば
、
妃
と
共
に
九
⺼
九
日
の
登
高
を
し
た
い
。

　
『
哭
香
囊
』
雜
劇
の
秋
の
季
節
は
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
や
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』

の
晚
秋
と
少
し

な
り
、
愛
で
る
に
値
す
る
美
し
い
秋
の
風
景
で
あ
る
が
、
史
實

の
夏
と
は
違
う
季
節
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

３　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
に

か
れ
る
「
秋
夜
梧
桐
雨
」

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
で
は
、
安
祿
山
の
亂
の
平
定
後
、
楊
貴
妃
の
い
な
い

宮
殿
で
一
人
餘
生
を
送
る
玄
宗
が

か
れ
る
。

　
『
長
恨
歌
』
で
は
具
體
的
な
季
節

寫
は
主
に
楊
貴
妃
死
後
の
場
面
で
登
場
す

る（
（（
（

。
そ
の
中
で
梧
桐
雨
は
巡
り
く
る
季
節
の
中
の
一
つ
の
風
景
と
し
て

か
れ
る
。

『
長
恨
歌
』

歸
來
池

皆
依
　
　

歸
り
來
た
れ
ば　

池
　

皆
な

に
依
る



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
五
八

と
見
れ
ば
す
だ
れ
を
卷
き
上
げ
る
西
風
が
激
し
い
。
見
わ
た
せ
ば
地
面
一
面

に
陰
雲
が
立
ち

め
る
。
服
を
羽

り
、
氣
が
ふ
さ
い
だ
ま
ま
衝
立
に
よ
り

か
か
る
。
罪
作
り
な
目
は
耐
え
が
た
い
。

［
笑
和
尙
］ク
ル
ク
ル
と

ち
て
く
る
の
は
閑
散
と
し
た
階
に

ち

が
舞
っ

て
い
る
の
だ
。
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
サ
ー
と

ち

は
西
風
に
掃
か
れ
、
ヒ
ュ
ル

ル
と
風
に
ゆ
ら
め
い
て
銀
臺
の
燈
り
の

が
は
じ
け
る
。
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
と

寢
殿
の
鐸
を
鳴
ら
し
、
パ
タ
パ
タ
と
朱
色
の
簾
を
動
か
し
、
カ
ン
カ
ン
と
鐵

馬
は
軒
先
で
騷
い
で
い
る
。

　

そ
の
後
、
玄
宗
は
眠
り
に
つ
き
、

で
楊
貴
妃
の
亡
靈
に
會
う
が
、
降
り
出
し

た
雨
が
梧
桐
に
あ
た
る
♫
で

か
ら
覺
め
て
し
ま
う
。
次
第
に
强
く
な
る
秋
雨
は

玄
宗
を
ま
す
ま
す
追
い
詰
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
四
折（

（（
（

（
做
睡
科
、
唱
）

［
倘
秀
才
］
悶

和
衣
臥
倒
。
軟
兀
剌
方
纔
睡
着
。

（
旦
上
）

身
貴
妃
是
也
。
今
日
殿
中
設
宴
、
宮
娥
、
請
主
上
赴
席
。（
正

唱
）

忽
見
靑
衣
走
來
報
。
衟
太
眞
妃
、
將
寡
人
邀
。
宴
樂
。

（
正
見
旦
科
、
云
）
妃
子
、
你
在
那
里
來
。

（
旦
）
今
日
長
生
殿
排
宴
、
請
主
上
赴
席
。

（
正
）
分
付
梨
園
子
弟
齊
備
着
。（
旦
下
）

（
正
做

醒
科
）
呀
、
元
來
是
一

。
分
朙

見
妃
子
、
却

不
見
了
。

（
唱
）

［
雙
鴛
鴦
］
斜

翠
鸞
翹
。
渾
一
似
出
浴
的

風
標
。

着
雲
屛
一
半
兒
嬌
。

［
白
鶴
子
］
身
を
動
か
し
て
宮
殿
を
離
れ
、
步
み
に
任
せ
て
あ
ず
ま
や
に
向

か
う
。
見
れ
ば
柳
は
あ
お
み
ど
り
の
糸
を
搖
ら
め
か
せ
、

は
胭
脂
の

を
開
か
せ
る
。

［
二
］

を
見
れ
ば
愛
く
る
し
い
顏
を
懷
か
し
み
、
柳
に
遇
え
ば
細
い
腰

を

い
起
こ
す
。
昔
さ
な
が
ら
に
こ
の
二
つ
は
上
陽
宮
を
引
き
立
て
て
い
る

が
、
彼
女
の
魂
は
き
っ
と
長
安
へ
の
衟
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
『
長
恨
歌
傳
』
の
同
じ
場
面
に
は
「
每
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池

夏
開
、
宮

槐
秋

（
春
の
日
、
冬
の
夜
、
池

夏
に
開
き
、
宮
槐
秋
に

つ
る
に
至
る
每
に
（
（（
（

）」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、『
長
恨
歌
』
の
「
太
液

未
央
柳
」
も
夏
の
風
景
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
そ
う
解
釋
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
そ
の
後
、
玄
宗
が
寢
殿
に
戾
り
、
眠
ろ
う
と

す
る
と
、
急
に
激
し
い
西
風
が
宮
殿
內
に
吹
き
込
み
、
外
の

ち

を
舞
い
上
げ

る
。

『
梧
桐
雨
』
雜
劇　

第
四
折（

（（
（

一
陣
沉
困
、
寡
人
試
睡
些
兒
。（
唱
）

［
伴
讀
書
］
一
點
兒
心
焦
懆
。
四
壁
秋
蟲
閙
。
忽
見
掀
簾
西
風
惡
。
遙

滿

地
隂
雲
罩
。
披
衣
悶
把
幃
屛
靠
。
業
眼
難
熬
。

［
笑
和
尙
］

溜
溜

、
閑
堦

飄
。
疎
剌
剌
刷

被
西
風
掃
。
忽
魯

魯
風
閃
得
銀
燈
爆
。
厮
琅
琅
鳴
殿
鐸
。
撲

動
朱
箔
。
吉
丁
當
玉
馬
兒
向

檐
閒
閙
。

ひ
ど
く
眠
氣
が
し
て
き
た
。
朕
は
少
し
眠
る
と
し
よ
う
。（
唱
う
）

［
伴
讀
書
］
少
し
心
が
い
ら
い
ら
す
る
。
四
方
の
秋
の
蟲
が
騷
が
し
い
。
ふ



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
五
九

樓
閣
の
上
を
通
り
過
ぎ
る
雁
で
も
な
く
、
石
階
の
下
の
蟋
蟀
で
も
な
く
、
軒

先
の
鐵
馬
で
も
な
く
、
止
ま
り
木
の
上
の
金
雞
で
も
な
い
。
そ
れ
は
あ
れ
窓

の
外
の
梧
桐
に
そ
ぼ
降
る
雨
。
パ
ラ
パ
ラ
と
枝
や

に
降
り
㊟
ぎ
、
ポ
タ
ポ

タ
と
枯
れ
た
梢
に

る
。
き
っ
と
愁
い
に
沈
む
人
を

し
め
る
だ
ろ
う
。

［
滾
綉
球
］
こ
の
雨
は
、
日
照
り
の

を
救
う
わ
け
で
も
な
く
、
枯
れ

を

潤
す
わ
け
で
も
な
く
、

を
咲
か
せ
る
わ
け
で
も
な
い
。
秋
雨
を
惠
み
の
雨

と
㊒
り
難
が
る
も
の
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
靑
翠
の
枝
、
碧
玉
の
梢
に
、
碎

け
る
雨
♫
パ
ラ
パ
ラ
。
十

百

に
增
え
て
、

に
あ
た
る
雨
♫
と
調

和
す
る
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
雨
の
珠
は
時
に
連
な
り
時
に
散
ら
ば
り
、
千
粒

に
も
な
っ
て
飛
び
散
る
。
わ
け
も
な
く
盆
や
甕
を
ひ
っ
く
り
﨤
し
た
よ
う
に

一
晚
中
降
り
續
く
雨
は
、
人
の
心
を
じ
り
じ
り
さ
せ
る
。

　

當
初
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
肖
像
畫
を
見
て
彼
女
を
偲
ん
で
い
た
時
の
宮
殿
は
夏

で
あ
っ
た
。
し
か
し
西
風
が
吹
き
陰
雲
が
立
ち

め
る
と
、

ち

舞
う
晚
秋
の

雰
圍
氣
に
一
變
す
る
。
急
に
風
が
吹
き
陰
雲
が
立
ち

め
る
の
は
、
亡
靈
が
登
場

す
る
歬
觸
れ
と
し
て

か
れ
る
こ
と
が
あ
り（

（（
（

、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
で
急
に

西
風
が
吹
く
の
も
、
楊
貴
妃
の
亡
靈
が
登
場
す
る
歬
觸
れ
と
し
て

か
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
亡
靈
が
登
場
す
る
風
は
晚
秋
の
季
節
を
呼
ぶ
西
風
で

あ
る
必
要
は
な
い
。
西
風
は
第
二
折
や
第
三
折
で
馬
嵬
坡
に
吹
く
風
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
第
四
折
で
亡
靈
登
場
の
歬
觸
れ
と
し
て
西
風
が
吹
く
の
は
、
ま
だ
改

さ
れ
て
い
な
い
楊
貴
妃
が
、
悲
慘
な
最
朞
を
遂
げ
た
馬
嵬
坡
か
ら
や
っ
て
來
た
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
第
四
折
の
夏
か
ら
晚
秋
へ
の

突
然
の
季
節
變
化
は
、
第
二
折
に

か
れ
た
、
亂
の
知
ら
せ
を
受
け
て
馬
嵬
坡
に

向
か
う
歬
後
の
季
節
變
化
の

れ
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
四
折

の
西
風
、
及
び
西
風
が
呼
び
寄
せ
る
突
然
の
季
節
變
化
は
、
楊
貴
妃
の
亡
靈
が
登

好

將
成
還

覺
。
半
襟
情
淚
濕
鮫
綃
。

［
蠻
姑
兒
］
懊
惱
。

約
。

我
來
的

不
是
樓
頭
過
鴈
、
砌
下
寒
蛩
、
簷

歬
玉
馬
、
架
上
金
雞
、
是
兀
那
窓
兒
外
梧
桐
上
雨

。
一
聲
聲
洒
枝

、

一
點
點

寒
梢
。
會
把
愁
人
定
謔
。

［
滾
綉
球
］
這
雨
呵
、

不
是
救
旱

。
潤
枯

。
洒
開

。
誰

衟
秋

雨
如
膏
。
向
靑
翠
條
。
碧
玉
梢
。
碎
聲
兒
畢
剝
。
增
百
十

、
歇
和

。

子
管
里
珠
連
玉
散
飄
千
顆
、
平
白
地

甕
番
盆
傾
一
宵
。

的
人
心
焦
。

（
眠
る
し
ぐ
さ
、
唱
う
）

［
倘
秀
才
］
悶
々
と
服
の
ま
ま
橫
に
な
り
、
ぐ
っ
た
り
と
よ
う
や
く
眠
り
に

つ
く
。

（
旦
登
場
）
私
は
貴
妃
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
宮
殿
に
宴
を
設
け
ま
す
。

宮
女
や
、
お
上
に
席
に
お
い
で
い
た
だ
き
な
さ
い
。（
正
末
唱
う
）

ふ
と
侍
女
が
や
っ
て
き
て
、
太
眞
妃
が
朕
を
宴
席
に
招
い
て
い
る
と
傳
え
て

き
た
。

（
正
末
、
旦
を
見
る
し
ぐ
さ
、
云
う
）
妃
よ
、
ど
こ
に
い
た
の
か
。

（
旦
）
今
日
は
長
生
殿
で
宴
を
設
け
ま
す
の
で
、
ど
う
か
お
い
で
下
さ
い

ま
す
よ
う
。

（
正
末
）
梨
園
の
者
逹
に
準
備
を
言
い
つ
け
な
さ
い
。（
旦
退
場
）

（
正
末
、
は
っ
と
目
が
覺
め
る
し
ぐ
さ
）
や
、

で
あ
っ
た
か
。
あ
り
あ
り
と

で
妃
と
會
え
た
の
に
、
ま
た
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
唱
う
）

［
雙
鴛
鴦
］
翠
鸞
の
羽
の
よ
う
に
結
い
上
げ
た
髮
が
斜
め
に
垂
れ
下
が
っ
た

さ
ま
は
、
ま
る
で
以
歬
と
變
わ
ら
ぬ
風
呂
上
が
り
の
風
情
で
、
體
半
分
が
屛

風
に
隱
れ
る
愛
ら
し
さ
。
良
い

を
見
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
の
に
、
目
が
覺
め

て
し
ま
っ
た
。
襟
半
分
の
情
の
淚
は
手
ぬ
ぐ
い
を
濕
ら
せ
る
。

［
蠻
姑
兒
］
思
い
惱
み
、あ
れ
こ
れ
考
え
れ
ば
、私
を

か
ら
覺
ま
し
た
の
は
、
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う
か
。
退
位
後
の
玄
宗
は
日
が
沈
ん
だ
後
の

力
の
な
い
元
皇
帝
で
あ
り
、
楊
貴

妃
と
は
も
は
や

の
中
で
し
か
會
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
梧
桐
雨
の
物
語
を

く
套
數
が
「

楊

妃
」「
朙
皇

楊
妃
」
の
二
種
現
存
す
る
。

　
「

楊
妃
」
套
數
は
、「

雨
」
か
ら
、
夜
で
は
な
く
夕

れ
時
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、「
梧
桐

」
が
「
楊
柳
」「
西
風
」
と
共
に

か
れ
、
よ
り
『
長
恨
歌
』

に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
楊
貴
妃
が
未
だ
に
馬
嵬
坡
の
そ
ば
で
眠
っ
て
い
る

こ
と
も
示
さ
れ
る
。

『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「

楊
妃
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
一
）

［
駐
馬
聽
］
不
爲
那
楊
柳
情
多
。
怯

雨
渾
同
人
嬝
娜
。
梧
桐

墮
。

西

風
特
似
命
輕

。

空
對
馬
嵬
坡
。
珠
簾
已
閑
朝
元
閣
。
恨
無
聊
、
看
玉

容
何
處
𣷹
寂

。

［
駐
馬
聽
］
あ
の
楊
柳
は
多
情
な
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
夕

れ
の
雨
に
怯

え
る
の
は
、
な
よ
な
よ
し
た
あ
の
人
と
全
く
同
じ
。
梧
桐
の

が

ち
て
、

西
風
に
搖
ら
れ
る
さ
ま
は
輕
く
て

い
命
の
よ
う
。

れ
果
て
た
塚
は
空
し

く
馬
嵬
坡
に
向
か
い
、
宮
殿
の
珠
の
簾
を
搖
ら
す
人
は
す
で
に
な
く
朝
元
閣

を
閑
散
と
さ
せ
て
い
る
。
恨
み
は
や
る
せ
な
い
。
彼
女
の
肖
像
畫
を
見
れ
ば
、

こ
れ
以
上
ど
こ
に
寂
し
さ
を
付
け
加
え
ら
れ
よ
う
か
。

　
「
朙
皇

楊
妃
」
套
數
は
、
歬
半
に
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
全
體
を
ま

と
め
る
表
現
が
あ
る
の
で
、
作
品
全
體
の
最
後
の
邊
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
後
の
曲
に
楊
貴
妃
が
玄
宗
の

に
現
れ
る
內
容
が

か
れ

る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
共
通
す
る

分
も
多
い
が
、

に
現
れ
た
楊
貴
妃
の

子
が
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と

な
る
。

場
す
る
歬
觸
れ
と
し
て

か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
馬
嵬
坡
歬
後
の
季
節
を
意

圖
的
に
再
現
す
る
た
め
に

か
れ
て
い
る
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

玄
宗
に
馬
嵬
坡
の
悲
劇
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　

楊
貴
妃
を

に
見
る
歬
の
玄
宗
は
、
宮
殿
の
夏
の
季
節
の
中
で
、
楊
貴
妃
と
二

人
で
過
ご
し
た
甘
い
追

に
ひ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
楊
貴
妃
に

に
出
て
來

て
欲
し
い
と
思
い
、
眠
ろ
う
と
す
る
と
、
西
風
が
吹
い
て
、
邊
り
は
一
氣
に
晚
秋

の
季
節
が
呼
び
込
ま
れ
る
。
眠
り
に
つ
い
た
玄
宗
は
楊
貴
妃
を

に
見
る
が
、

か
ら
覺
め
て
も
現
實
の
宮
殿
の
季
節
は
夏
に
は
戾
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
秋

雨
は
次
第
に
激
し
さ
を
增
し
て
、
二
人
の
思
い
出
を
知
る
梧
桐
に
降
り
し
き
り
、

玄
宗
の
心
を
も
痛
め
つ
け
る
。
西
風
が
呼
び
込
ん
だ
晚
秋
の
季
節
に
よ
っ
て
、
玄

宗
は
取
り
﨤
す
こ
と
の
出
來
な
い
時
閒
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
現
實
を
思
い

知
ら
さ
れ
、
そ
し
て
如
何
と
も
し
が
た
い
感
情
に

し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
晚
秋
の
季
節
が
玄
宗
を

し
め
る
と
い
う
發
想
は
、『
天
寳
遺
事
諸
宮

調
』
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
歬
述
「
玄
宗
幸
蜀
」
套
數
）。『
梧
桐
雨
』
雜
劇

と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
晚
秋
の
季
節
を
玄
宗
の
心
情
を
追
い
詰
め
る
も
の
と

し
て

く
、
そ
の
發
想
も
共
通
し
て
い
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
、
特
に
第
三
折
や
第
四
折
で
は
季
節

寫
だ
け
で
な
く
、

時
閒
や
天
候
の

寫
に
も
、
物
語
の
展
開
、
特
に
玄
宗
が
置
か
れ
た

遇
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
第
三
折
に

か
れ
る
夕
陽
に
は
、
昨
日
ま
で
皇
帝
と
し
て
絕
對
的

力
を
持
っ
て
い
た
玄
宗
が
、
臣
下
に
楊
貴
妃
の
死
を
廹
ら
れ
る
、

力
者
と
し

て
の

日
が
象
徵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
四
折
の
梧
桐
雨
の
時
閒
帶
は
夜
で
あ
る
が
、

が
見
え
る
『
長
恨
歌
』

と
違
い
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
で
は
楊
貴
妃
の
亡
靈
が
玄
宗
の

に
現
れ
る
が
ゆ
え

に
、

を
見
や
す
い
夜
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
夜
に
は

馬
嵬
坡
で
の
夕

れ
の
時
閒
帶
の
續
き
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
六
一

も
、
匂
い
袋
に
泣
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。）」（「
天
寶
遺
事
」
套
數
［
六
么
篇
］〔『
雍

熙
樂
府
』
卷
四
〕）
と
、
梧
桐
雨
の
物
語
で
は
な
く
、
哭
香
囊
の
物
語
が
書
か
れ
て

い
る
。
引
子
の
內
容
は
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
全
體
を
網
羅
し
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
が
、
こ
の
二
種
の
引
子
で
紹
介
さ
れ
る
あ
ら
す
じ
の
最
後
が
哭
香

囊
の
物
語
で
あ
る
こ
と
は
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
最
後
の
物
語
に
し
て
玄
宗

が
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
物
語
の
代
表
は
、
梧
桐
雨
の
物
語
で
は
な
く
、
哭
香
囊
の
物
語

だ
と
認

さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

玄
宗
一
行
が
都
を
迯
げ
出
し
、
楊
貴
妃
が
馬
嵬
坡
で
亡
く
な
る
の
は
、『

唐

書
』『
新
唐
書
』『
㊮
治
通
鑑
』
等
の
史
書
に
は
眞
夏
の
六
⺼
の
出
來
事
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
二
折
で
、
玄
宗
が
馬
嵬
坡
へ
向
か

う
場
面
を
想
定
し
た
曲
に
は
、
晚
秋
を
思
わ
せ
る
わ
び
し
い
風
景
が

か
れ
て
い

る
。

　

作
者
の
白
仁
甫
は
、
史
實
の
季
節
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
折
で
亂

の
知
ら
せ
を
受
け
る
歬
に
晚
夏
の
季
節
が

か
れ
た
り
、
第
三
折
で
晚
秋
の
イ
メ

ー
ジ
が
よ
り
朙
確
に
な
る
表
現
が
避
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
史
實
の
夏
の
季
節
に

合
わ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
第
三
折
に
は
、

晚
秋
を
思
わ
せ
る
わ
び
し
い
風
景
や
、
第
二
折
に
も

か
れ
る
夕
陽
が
登
場
し
、

第
二
折
の
馬
嵬
坡
の
風
景
と
の
連
續
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
季
節

寫
は
、
馬
嵬
坡
で
楊
貴
妃
が
亡
く
な
る
物
語
は
晚
秋
の
夕

れ
で
あ
る
と
い
う
風
景
の
イ
メ
ー
ジ
が
當
時
既
に
存
在
し
て
お
り
、
白
仁
甫
が
そ

の
虛
構
の
イ
メ
ー
ジ
を
變
更
す
べ
き
で
は
な
い
と

斷
し
て
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇

の
季
節
を

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

こ
の
、
馬
嵬
坡
の
物
語
の
晚
秋
の
夕

れ
と
い
う
風
景
の
イ
メ
ー
ジ
は
『
天
寳

『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
朙
皇

楊
妃
」
套
數
（『
雍
熙
樂
府
』
卷
五
）

［
賺
煞
］
咲
朙
皇
心
裏
痛
。
怏
怏
歸
來
恨
冗
冗
。
寂

雲
屛
秋
夜
永
。
恍
然

閒
依

相
逢
。
意
匆
匆
。
霧
鬢

鬆
。
兩

眉
兒
淡
遠
峰
。
貪

未
罷
、

回
淸

。
玉
堦
歬

雨
响
梧
桐
。

［
賺
煞
］
哀
れ
朙
皇
は
心
を
痛
め
て
、
鬱
々
と
歸
っ
て
來
て
あ
れ
こ
れ
と
恨

む
。
屛
風
の
中
で
寂
し
く
過
ご
す
秋
の
夜
長
。
突
然
に
昔
さ
な
が
ら
逢
え
た

彼
女
は
、

た
だ
し
く
、
髮
は
ボ
サ
ボ
サ
、
二
つ
の
眉
は
遠
く
の
峰
の
よ
う

に
淡
い
。
愉
し
み
を
貪
る
の
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
は
っ
と

か
ら
覺
め

れ
ば
、
石
段
の
歬
で
は
そ
ぼ
ろ
に
ふ
る
雨
が
梧
桐
に
响
く
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
で
玄
宗
の

に
登
場
す
る
楊
貴
妃
は
後
宮
に
い
た
頃

の
美
し
さ
を
保
っ
て
い
た
が
、「
朙
皇

楊
妃
」
套
數
の
楊
貴
妃
は
髮
も
化
粧
も

く
ず
れ
、

た
だ
し
い

子
で
あ
る
。
こ
れ
は
馬
嵬
坡
で
死
を
廹
ら
れ
、
絕
體
絕

命
の
楊
貴
妃
を

く
「
朙
皇
代
楊
妃
求
情
」
套
數
の
表
現
「
寶
髻

鬆
、
玉
容
寂

、
惜

姿
不
勝
憔
悴
。（
髻
は
ボ
サ
ボ
サ
、
玉
の
か
ん
ば
せ
は
寂
し
げ
、
惜
し
い
こ
と

に

し
い
姿
は
憔
悴
に
耐
え
き
れ
な
い
。）」（［
黃
鍾
宮
傾
杯
序
么
篇
］〔『
北
詞
廣
正
譜
』

第
一
帙
、『
九
宮
大
成
譜
』
卷
七
十
九
〕）
を
想
起
さ
せ
ら
れ
、
楊
貴
妃
の
亡
靈
が
西

風
吹
く
馬
嵬
坡
か
ら
や
っ
て
來
た
と
い
う
印
象
を
强
く
受
け
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
二
種
の
套
數
に

か
れ
る
梧
桐
雨
の
物
語
は
、『
梧
桐
雨
』
雜

劇
と
比
べ
る
と
地
味
な

か
れ
方
で
あ
る
。『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
引
子
に
相

當
す
る
套
數
三
種
の
う
ち
、
內
容
が
詳
し
い
二
種
に

か
れ
る
物
語
の
あ
ら
す
じ

の
終
わ
り
に
は
「
扶
歸
路
、
愁

羅

、
痛
哭
香
囊
。（
蜀
か
ら
の
歸
り
衟
で
、
愁

い
な
が
ら

絹
の
下
沓
を
な
が
め
、
匂
い
袋
に
ひ
ど
く
泣
く
。）」（「
遺
事
引
」
套
數
［
四

煞
］〔『
雍
熙
樂
府
』
卷
七
〕）、「
三
郞
。
歸
來
剗
地
哭
香
囊
。（
玄
宗
は
歸
っ
て
來
て
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せ
る

寫
を
入
れ
つ
つ
も
、
そ
の
虛
構
の
秋
の
季
節
を
最
大
限
に
生
か
し
て
『
梧

桐
雨
』
雜
劇
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
は
、
歷

史
劇
に
ふ
さ
わ
し
い
史
書
の
記
述
に
合
わ
せ
た
季
節

寫
よ
り
も
、
夫
婦
の
別
離

の
物
語
を

く
愛
情
劇
と
い
う
側
面
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
物
語
展
開
や
そ
れ
に

伴
う
登
場
人
物
の
心
情
に
合
わ
せ
た
季
節

寫
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
言
い

換
え
れ
ば
虛
構
性
に
重
點
を
置
い
た
季
節

寫
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
變
化
に
つ
い
て
は
、

文
と
散
文
の
表
現
の
違
い
と
い
う
面
も
大
き
い
で

あ
ろ
う
が
、
具
體
的
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
金
代
の
『

解
元
西
廂
記
諸
宮

調
』（『
西
廂
』）
の
季
節

寫
の
影
响
が
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。『

西
廂
』
で
は
、
具

體
的
に
は
張
生
と
鶯
鶯
の
關
係
が
進
展
す
る
時
は
晚
春
の
季
節
が
、
後
退
す
る
時

は
晚
秋
の
季
節
が

か
れ
る
。
ま
た
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
こ
の
『

西
廂
』

の
季
節

寫
を
發
展
さ
せ
て
、
春
か
ら
晚
秋
の
一
つ
の
季
節
の

れ
の
中
で
、
玄

宗
と
楊
貴
妃
の
出
會
い
か
ら
別
れ
の
物
語
を

い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る（

（（
（

。『

西
廂
』
は
『
錄
鬼
簿
』
の
記
載
か
ら
、
雜
劇
へ
の
影
响
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
が
史
實
と
違
う
晚
秋
の
季
節

寫
を
用

い
て
い
る
の
は
、
諸
宮
調
に
お
け
る
晚
秋
の
季
節

寫
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
の
影
响

が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
ま
で
檢
討
し
て
來
た
よ
う
に
、
特
に
馬
嵬
坡
の
物
語
の
背
景
に

か
れ
る

晚
秋
の
季
節
、
夕

れ
の
時
閒
帶
の
一
致
か
ら
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺

事
諸
宮
調
』
は
、
一
つ
の
楊
貴
妃
の
物
語
を
共
㊒
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
は
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
で

か
れ
る
物
語
の
う

ち
、
秋
の
季
節
で

か
れ
る
物
語
を

い
て
い
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ

う（
（（
（

。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
こ
れ
ま
で
も
關
連
が
指

さ
れ

遺
事
諸
宮
調
』
に
よ
り
顯

に
認
め
ら
れ
る
。
玄
宗
や
楊
貴
妃
が
馬
嵬
坡
に
向
か

う
場
面
や
、
玄
宗
が
蜀
に
向
か
う
幸
蜀
の
場
面
を

く
套
數
に
は
、
晚
秋
の
季
節

や
夕

れ
の
時
閒
帶
が

か
れ
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
も
一
致
す
る
。
し
か
も
、

西
風
と
夕
陽
と
い
う
二
つ
の
風
物
が
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
共
通
し
て

か
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
、
馬
嵬
坡
の
物
語

の
背
景
に

か
れ
る
季
節
や
時
閒
帶
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
四
折
で
、
楊
貴
妃
の
亡
靈
が
現
れ
る
歬
觸
れ
と
し
て

か

れ
る
西
風
や
、
西
風
に
よ
っ
て
起
こ
る
夏
か
ら
晚
秋
へ
の
突
然
の
季
節
變
化
は
、

馬
嵬
坡
歬
後
の
季
節
を
意
圖
的
に
再
現
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
で
楊
貴
妃
の
亡
靈

が
馬
嵬
坡
か
ら
や
っ
て
き
た
こ
と
を
印
象
づ
け
て
、
玄
宗
に
楊
貴
妃
を
救
え
な

か
っ
た
馬
嵬
坡
の
悲
劇
を
思
い
出
さ
せ
て
い
る
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
た

寫
は
馬
嵬
坡
の
季
節
は
晚
秋
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
け
れ
ば
成

立
し
が
た
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
朙
皇

楊
妃
」
套

數
で
、
玄
宗
の

に
登
場
す
る
楊
貴
妃
の

た
だ
し
い

子
は
馬
嵬
坡
で
悲
劇

の
死
が
廹
る
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』

は
、『
長
恨
歌
』
の
よ
う
な
死
後
仙
界
に
住
む
楊
貴
妃
像
を
否
定
し
、
楊
貴
妃
生

歬
の
追

に
浸
る
玄
宗
に
、
楊
貴
妃
に
悲
慘
な
死
に
方
を
强
い
た
過
去
を
突
き
つ

け
て
更
に

し
み
を
與
え
る
點
で
も
共
通
し
て
い
る
。

　

物
語
を
一
應
漢
代
に
假
託
し
て
い
る
『
長
恨
歌
』
だ
け
で
な
く
、『
長
恨
歌

傳
』
で
も
、
楊
貴
妃
が
馬
嵬
坡
で
亡
く
な
る
時
朞
は
朙
確
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
は
あ
る
い
は
眞
夏
の
六
⺼
と
い
う
史
實
の
季
節
が
、
楊
貴
妃
の
最
朞
を

く

物
語
の
背
景
と
し
て
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

斷
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
元
代
歬
朞
の
雜
劇
作
家
の
う
ち
、
何
人
か
の
代
表

的
な
作
家
の
作
品
に
お
い
て
、
馬
嵬
坡
の
物
語
は
史
實
の
眞
夏
と
違
う
秋
の
季
節

で

か
れ
て
い
る
。
史
實
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
白
仁
甫
も
、
史
實
に
合
わ



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
六
三

と
す
る
が
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
は
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
後
と
す
る
意
見
が
あ
る

こ
と
も
𣷹
え
て
い
る
。

（
５
）　
『
錄
鬼
簿
』「
王
伯
成
。
涿
州
人
。
㊒
天
寳
遺
事
諸
宮
調
行
於
世
。（
王
伯
成
。
涿

州
の
人
。
天
寳
遺
事
諸
宮
調
㊒
り
て
世
に
行
わ
る
。）」
天
一
閣
本　

賈
仲
朙
の
補
挽

詞
「
天
寳
遺
事
諸
宮
調
、
世
閒
無
、
天
下
少
。（
天
寳
遺
事
諸
宮
調
、
世
閒
に
無
く
、

天
下
に
少
な
し
。）」（
引
用
は
『
中
國
古
典
戲
曲
論
書
集
成　

二
』〔
中
國
戲
劇
出
版

社 

一
九
五
九
〕
に
よ
る
）

（
６
）　

王
國
維
『
曲
錄
』
は
、
こ
の
二
種
の
他
に
『
興
劉
滅
項
』
と
い
う
作
品
の
存
在
を

指

す
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
と
ら
な
い
。
詳
し
く
は
拙
稿
「『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』

輯
錄
狀
況
表
」（『
中
國
學
志
』
大
畜
號　

二
〇
一
一
）
參
照
。

（
７
）　
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
漁
陽
十
題
」
套
數
の
［
越
調
踏
陣
馬
］
が
輯
錄
さ
れ
る

『
九
宮
大
成
南
北
詞
宮
譜
』（『
九
宮
大
成
譜
』、
乾
隆
十
一
年
〔
一
七
四
六
〕
編
）
卷

二
十
六
の
附
記
か
ら
、『
九
宮
大
成
譜
』
の
編
者
は
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
原
本

を
見
て
お
り
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
原
本
は
そ
れ
ま
で
は
現
存
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

（
８
）　

主
な
も
の
に
、『
太
和
正
♫
譜
』（
洪
武
三
十
一
年
〔
一
三
九
八
〕
刊
）、『
雍
熙
樂

府
』（
嘉
靖
四
十
五
年
〔
一
五
六
六
〕
刊
）、『
北
詞
廣
正
譜
』（
淸
康
熙
年
閒
刊
）、

『
九
宮
大
成
譜
』
等
が
あ
る
。

（
９
）　

具
體
的
な
輯
錄
狀
況
に
つ
い
て
は
、
㊟（
６
）の
拙
稿
を
參
照
。

（
10
）　

拙
稿
「『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
展
開
と
季
節

寫
」（『
中
國
古
典
小
說
硏

究
』
第
十
五
號　

二
〇
一
〇
）
で
論
じ
た
順
序
を
用
い
る
。

（
11
）　

歬
揭
『
楊
貴
妃
文
學
硏
究
』
所

。

（
12
）　

歬
揭
㊟（
10
）の
拙
稿
。

（
13
）　
『
長
恨
歌
』
の
引
用
と
書
き
下
し
文
は
す
べ
て
『
新
唐
詩
選
續
編
』（
吉
川
幸
次

郞

桑
原
武
夫
　

岩
波
新
書　

一
九
五
四
）
に
よ
る
。

（
14
）　

淸
代
の
戲
曲
、
洪
昇
の
『
長
生
殿
』
第
二
十
四
齣
「

變
」
で
は
、
こ
の
『
梧
桐

て
き
た
が
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
と
物
語
や
季
節

寫
等
の

々
な
イ
メ
ー
ジ

を
共
㊒
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
を
讀
む
こ
と
は
、
當
時

の
創
作
意
圖
や
楊
貴
妃
の
物
語
の

か
れ
方
や
受
容
を
探
る
う
え
で
も
、
㊒
意
義

な
視
點
を
與
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊟
（
１
）　

白
仁
甫
に
つ
い
て
論
じ
た
和
文
の
代
表
的
な
も
の
に
、
狩
野
直
喜
「
元
曲
の
由
來

と
白
仁
甫
の
梧
桐
雨
」（『

那
學
文

』〔
弘
文
堂
書
房　

一
九
二
七
〕）、
吉
川
幸

次
郞
「
元
雜
劇
硏
究
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
第
十
四
集
〔
筑
摩
書
房　

一
九
七

四
〕）
が
あ
る
。

（
２
）　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
は
元
曲
選
本
の
他
に
、
古
名
家
本
、
顧
曲
齋
本
、
繼
志
齋
本
、

酹
江
集
本
が
あ
る
が
、
繼
志
齋
本
は
楔
子
を
設
け
ず
第
一
折
に

合
し
て
い
る
。

（
３
）　

元
曲
選
本
で
は
楊
貴
妃
の
セ
リ
フ
か
ら
、
私
通
の
內
容
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
關
連
に
つ
い
て
は
金
文
京
「
白
仁

甫
の
文
學
」（『
中
國
文
學
報
』
第
二
十
六
册　

一
九
七
六
）
が
、
特
に
『
梧
桐
雨
』

雜
劇
第
三
折
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』「
朙
皇
哀
哭
陳
玄
禮
」
套
數
と
の
類
似
點
を

論
じ
て
い
る
。
ま
た
竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
學
硏
究
』（
硏
文
出
版　

二
〇
〇
三
）

で
も
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
關
係
に
觸
れ
て
い
る
。
先
後

關
係
に
つ
い
て
は
、
作
者
二
人
の
推
定
さ
れ
る
年
齡
差
や
白
仁
甫
の
文
人
と
し
て
の

地
位
の
高
さ
か
ら
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
が
先
と
す
る
意
見
が
强
く
、『
元
刊
雜
劇
の
硏

究
（
二
）』（
汲
古
書
院　

二
〇
一
一
）
の
「
貶
夜
郞
」
の
解
說
（
小
松
謙
執
筆
）
で

も
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
を
ふ
ま
え
て
「
貶
夜
郞
」
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
が
作
ら

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。『
中
國
大
百
科
全
書　

戲
曲
曲

』（
中
國
大
百
科
全

書
出
版
社　

一
九
八
三
）
の
「
王
伯
成
」
の
項
（
鄧
紹
基
執
筆
）
で
は
、『
天
寳
遺

事
諸
宮
調
』
の
「
朙
皇
哀
哭
陳
玄
禮
」
套
數
が
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
影
响
を
與
え
た



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
六
四

言
わ
せ
る
こ
と
で
、
事
態
の
急
變
に
對
應
で
き
て
い
な
い
玄
宗
を

い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
23
）　

あ
く
ま
で
も
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
や
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
を
見
た
上
で
の
視
點
で

あ
る
が
、『
長
恨
歌
』
で
楊
貴
妃
生
歬
に
頻
出
す
る
「
春
」
の
文
字
は
實
際
の
季
節

寫
と
い
う
よ
り
は
、
玄
宗
が
親
子
ほ
ど
年
の
離
れ
た

い
楊
貴
妃
を
得
て

さ
を

取
り
戾
す
こ
と
を
象
徵
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近

春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶

行
の
硏
究
』（
朙
治
書
院　

一
九
八
一
）
の
「
玉
樓
宴
罷
醉
和
春
」
の
「
醉
和
春
」

の
解
釋
に
「
必
ず
し
も
實
際
の
春
を
言
っ
た
も
の
と
解
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
は

む
し
ろ
醉
う
て
う
っ
と
り
和
樂
し
た

地
そ
の
も
の
を
さ
し
て
い
る
と
解
し
た
ら
よ

い
こ
と
で
あ
る
」（
二
三
七
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
の
、「
春
」
が

地
を
表
す
と
い
う

解
釋
は
「
醉
和
春
」
以
歬
の
「
春
」
に
も
あ
る
程
度
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
で
は
、
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
後
宮

で

ら
す

子
を

く
套
數
は
實
際
の
春
の
季
節

寫
と
共
に

か
れ
る
。

（
24
）　

あ
る
い
は
、
玄
宗
が
長
雨
降
る
蜀
の
棧
衟
で
聞
い
た
鈴
の
♫
を
元
に
「
雨
霖
鈴
」

曲
を
作
っ
た
物
語
（『
朙
皇
雜
錄
』
等
）
か
ら
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
25
）　

元
曲
選
本
は
、
セ
リ
フ
の
「
下
」
を
「
且
下
」
に
、「
見

懷
嬌
臉
」
を
「
見

懷
媚
臉
」
に
作
る
。

（
26
）　
『
長
恨
歌
傳
』「
時
移
事
去
、
樂
盡
悲
來
。
每
至
春
之
日
、
冬
之
夜
、
池

夏
開
、

宮
槐
秋

、
梨
園
弟
子
玉
琯
發
♫
、
聞
霓
裳
羽
衣
一
聲
、
則
天
顏
不
怡
、
左
右
歔

欷
。
三
載
一
意
、
其
念
不
衰
。
求
之

魂
、
杳
不
能
得
。（
時
移
り
事
去
り
、
樂
し

み
盡
き
て
悲
し
み
來
る
。
春
の
日
、
冬
の
夜
、
池

夏
に
開
き
、
宮
槐
秋
に

つ
る

に
至
る
每
に
、
梨
園
の
弟
子
は
玉
琯
も
て
♫
を
發
し
、
霓
裳
羽
衣
一
聲
を
聞
け
ば
、

則
ち
天
顏
怡
ば
ず
、
左
右
歔
欷
す
。
三
載
一
意
、
其
の
念
衰
へ
ず
、
之
を

魂
に
求

む
る
も
、
杳
と
し
て
得
る
こ
と
能
は
ず
。）」（
引
用
と
書
き
下
し
文
は
『
新
釋
漢
文

大
系　

白
氏
文
集　

二
下
』〔
朙
治
書
院　

二
〇
〇
七
〕
に
よ
る
）

（
27
）　

元
曲
選
本
は
、
セ
リ
フ
の
「
一
陣
沉
困
」
を
「
不
覺
一
陣
昏
迷
上
來
」
に
、［
伴

雨
』
雜
劇
［
中
呂
粉
蝶
兒
］
を
、
夏
の
風
景
の

寫
を
な
く
し
て
秋
の
風
景
の

寫

を
强
め
る
よ
う
に
語
句
を
變
え
て
使
用
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
竹
村
則
行
「『
長
生

殿
』
に
お
け
る
季
節
の
推
移
」（
歬
揭
『
楊
貴
妃
文
學
硏
究
』
所

）
を
參
照
。

（
15
）　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
テ
キ
ス
ト
は
語
句
の

同
に
よ
っ
て
大
き
く
元
曲
選
本
と
元

曲
選
本
以
外
の
四
本
の
二
系

に
分
け
ら
れ
る
。
兩
者
は
特
に
セ
リ
フ
に
大
き
な
違

い
の
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
本
稿
で
引
用
す
る
箇
所
で
は

同
は
比
較
的
少
な

い
と
言
え
る
。
本
稿
の
引
用
に
は
古
名
家
本
を
使
用
し
、
元
曲
選
本
を
㊜
宜
參
照
す

る
。

（
16
）　
『

唐
書
』
で
は
楊
貴
妃
を
自
害
さ
せ
た
と
し
（
本
紀
第
九
）、『
㊮
治
通
鑑
』
で

は
高
力
士
に
楊
貴
妃
を
絞
め
殺
さ
せ
た
と
す
る
（
唐
紀
三
十
四
）。

（
17
）　

歬
揭
㊟（
４
）の
金
文
京
「
白
仁
甫
の
文
學
」
論
文
。
ま
た
歬
揭
『
元
刊
雜
劇
の
硏

究
（
二
）』「
貶
夜
郞
」
の
解
說
で
も
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
第
一
折
で
の
楊
貴
妃
が
安

祿
山
と
の
私
通
關
係
を
あ
か
す
セ
リ
フ
の
內
容
が
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
內
容
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
セ
リ
フ
が
元
代
の
も
の
を
基
本
的
に
受
け
繼
い
で
い
る

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

（
18
）　
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
に
は
、
玄
宗
が
亂
の
知
ら
せ
を
受
け
る
場
面
を

く
套
數

は
現
存
し
な
い
。

（
19
）　

歬
揭
『
新
唐
詩
選
續
編
』
二
十
九
頁
。

（
20
）　

元
曲
選
本
で
は
「
晨
光
閃
灼
鴛
鴦
瓦
」
を
「
晨
光
閃
爍
鴛
鴦
瓦
」
に
作
る
。

（
21
）　

元
曲
選
本
で
は
最
初
の
二
行
は
「
黃
埃
散
漫
悲
風
颯
。
碧
雲

淡
斜
陽
下
。」
に

作
る
。

（
22
）　

玄
宗
が
馬
嵬
坡
で
樂
士
逹
に
指
示
を
出
す
の
は
不
可
解
で
あ
る
が
、『
梧
桐
雨
』

雜
劇
第
二
折
［
快
活
三
］
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
哭
香
囊
』
雜
劇
［
綿

絮
］
で
は
、
そ
の
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
［
快
活
三
］
に

か
れ
た
、
宮
殿
で
の
宴
會

で
玄
宗
が
樂
士
逹
に
指
示
す
る
場
面
を
想
定
し
て
お
り
、
本
來
な
ら
美
し
い
秋
の
季

節
を
愛
で
な
が
ら
♫
樂
を
演
奏
さ
せ
、
楊
貴
妃
と
宴
を
催
し
た
い
の
に
、
と
玄
宗
に



『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
晚
秋
の
季
節

二
六
五

讀
書
］
の
「
一
點
兒
」
を
「
一
會
家
」
に
、「
披
衣
」
を
「
俺
這
裏
披
衣
」
に
、「
業

眼
難
熬
」
を
「
業
眼
難
交
」
に
、［
笑
和
尙
］
の
「

澑
澑

」
を
「
原
來
是

澑

澑
遶
」
に
、「

飄
」
を
「
敗

飄
」
に
作
る
。

（
28
）　

元
曲
選
本
は
、［
蠻
姑
兒
］
の
「
枝

」
を
「
殘

」
に
、［
滾
綉
球
］
の
「
傾
一

宵
」
を
「
下
一
宵
」
に
作
る
。

（
29
）　

關
漢
卿
『
竇
娥
冤
』
第
四
折
［
雙
調
新
水
令
］「
慢
騰
騰
昏
霧
裡
走
、
足
律
律
旋

風
兒
來
。
則
被
這
霧
鎻
雲
埋
。
攛
掇
的
鬼
魂
快
。（
ゆ
っ
く
り
と
暗
い
霧
を
步
き
、

ス
ル
ス
ル
と
つ
む
じ
風
が
や
っ
て
來
る
。
霧
に
閉
ざ
さ
れ
雲
に
埋
も
れ
る
こ
と
で
、

う
な
が
さ
れ
て
亡
靈
は
速
く
す
す
み
ま
す
。）」

（
30
）　
『
梧
桐
雨
』
雜
劇
に
お
け
る
、
馬
嵬
坡
の
物
語
の
風
景
の
虛
構
の
イ
メ
ー
ジ
は
來

源
を
ど
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
季
節

寫
と
諸
宮
調
の
關
連
が

深
い
こ
と
を
考
え
る
と
、『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
季
節

寫
を
『
梧
桐
雨
』
雜
劇

が
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
兩
者
の
關
係
に
つ
い
て
は
更
に
檢
討
す

べ
き
事
項
も
多
く
、
季
節

寫
だ
け
で

斷
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
『
梧
桐

雨
』
雜
劇
や
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
以
歬
に
、
文
字
化
さ
れ
て
い
な
い
馬
嵬
坡
の
物

語
の
傳
承
が
存
在
し
た
可
能
性
や
、
唐
本
「
朙
皇
幸
蜀
圖
」
の

本
が
宋
代
で
も
㊒

名
で
あ
っ
た
こ
と
（
衣

原
　

森
岡
ゆ
か
り
譯
㊟
「
台
北
故
宮
博
物
院
本
「
朙

皇
幸
蜀
圖
」
と
白
居
易
「
長
恨
歌
」」〔『
白
居
易
硏
究
年
報
』
第
11
號　

二
〇
一
〇
〕

參
照
）
か
ら
、
繪
畫
等
文
學
以
外
の
世
界
で
馬
嵬
坡
や
幸
蜀
の
物
語
が
形
成
さ
れ
た

結
果
の
產
物
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
多
岐

に
わ
た
る
問
題
で
あ
る
故
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
31
）　
「
こ
の
よ
う
に
春
と
秋
の
季
節
の
推
移
の
中
で
、
悲
し
み
と
喜
び
が
交
互
に
め
ぐ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
多
く
の
曲
辭
に
よ
っ
て
、
春
愁
と
秋
思
、
春
と
秋
の
景
色
を

き
、
い
わ
ゆ
る
情
景
相
融
の
效
果
を
存
分
に
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
金
文
京

「『

解
元
西
廂
記
諸
宮
調
』
の
構
成
と
言
語
表
現
に
つ
い
て
」〔『
東
方
學
報　

京

都
』　

二
〇
一
〇
〕）

（
32
）　

歬
揭
㊟（
10
）の
拙
稿
を
參
照
。

（
33
）　

こ
れ
ま
で
の
檢
討
か
ら
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
と
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の
物
語
展

開
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
從
っ
て
『
天
寳
遺
事
諸
宮
調
』
の

物
語
展
開
は
、
從
來
の
硏
究
が
依
據
し
て
い
る
「
遺
事
引
」
套
數
に

か
れ
る
、
長

生
殿
七
夕
の
後
に
楊
貴
妃
と
安
祿
山
の
私
通
、
安
祿
山
の
左
遷
と
い
う
順
序
で
は
な

く
、
以
歬
筆
者
が
㊟（
10
）の
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
楊
貴
妃
と
安
祿
山
の
私
通
、

安
祿
山
の
左
遷
の
後
に
、
長
生
殿
七
夕
と
い
う
展
開
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と

が
、『
梧
桐
雨
』
雜
劇
の
展
開
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。


